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神谷 平*・右田清治料: 岡図喜一先生の御逝去を悼む Taira KAMIY A and S巴ijiMIGITA: 

Yoshikazu OKADA (1902-1984). 

水産学部の教筏となられ， 43年に停年退職， その後は

玉木女子短期大学の教筏として亡くなられるまで勤務

しておられま した。

また，先生は分知学者の特性である広い蒐集力と分

煩能力を発症[1され，鹿児島大学在任中に蒐集されたイ

カの擬自I[のコレクションは二千点におよびました。そ

れらは水産学上も工芸的にも評価の高い品々であり，

「薩摩ねlほ餌木考」 として刊行され， 貴重な資料を後

|止に淡されました。

大学においては，長崎大学評議員，同附属図書館長

として大学の連常にも尽力しておられます。学外にお

いては，専門の学識，経験により長崎県内水間漁場管

理委員会委員として14年間の永い間内水li'iii(u業の管理，

維持に努められました。ま た， 先生は日本野鳥の会

の創設以来の会員で，探，13会のk)IJ始者の一人とJlfJl、て

おり， !JlT- t~保訟に強い関心を持たれ，長崎県鳥獣審議

会々長，環境保全若手議会鳥獣部会長を歴任され，九州、|

元長崎大学水産学部教授阿日l喜一先生は去る117i布159 における鳥獣保護に大きく貢献しておられます。その

年11月6日制l逝去になり ました。享年82歳で した。 御l 功絞が認められIIfi和48年 4月勲三等瑞宝章の叙勲を拝

葬儀は11月8日長崎市金堀JI汀130番地のご自宅で，し 綬されました。さらにまた，先生は博学，多趣味の方

めやかにとり行われました。 で，とくに民芸，1拘~には造詣が深く，長崎民芸協会

先生は，明治35年 7月東京都神田須[lJII]にさ1=.れ育 つ 常任理事，日木陶磁器P協会長崎高1/支部長，文化財保護

た江戸っ子で，大正15年青山学院高等師範本手|を卒業， 審議会委員，文化財専門委員をはじめ長崎市立博物館

翌年の昭和2年にj!k林省水産講習所の助手として勤め 学芸委員，同l震史民俗資料館嘱託など多数の要職につ

られました。その頃，岡村金太郎博士の下で海藻を研 かれ，また長崎県つばき同好会々長，日本あじさい会

究され，同 9年に原色海藻図訴を出版されました。一 々長なども務められま した。

方，淡水務学者で有名な G.S. Westにr:l/i事された武 以上のように，先生はその生涯を通じ，専門分野の

任l久吉博士の所て句顕微鏡で Desmidsを見てから淡水 研究はもとより， 3511三有余にお よぶ大学教育で幾多の

藻に魅せられ， これが淡水藻研究の動機になったと IlFJ ¥材を%J.l:¥さ;h， また社会における多方面の文化活動

いています。その後，決林省から研究費を受けて千島 など，顕著な功紙を残されました。

列ぬの湿地帯の Desmidsを採集して報告されたのが さて，先生の長崎大学存任中は水産学部に藻類の誹

始まりで，その一部は日本隠11:他物図鑑 (1939)にも 座はなく，先生は増船学第二講座に所属され，右凹は

のっています。当時，淡水務の文献は~ I"ì;í.に少なく， 増殖学第一講座に所属し，直接ご指導を受けたりー紡

欧米の研究者より別刷を送ってもら って参考文献の蒐 に仕事をする機会は少なかったが，ご退'自後は右目の

集をされました? JJl，Ú:，それらの文献は広瀬弘キ~t\ll =1て 部屋にもよく立寄られ， フィノレムの現像をしたり，

のお世話で神戸入学の所蔵になっています。 四方山話をしたりして知られました。 「筑後川|にチス

戦後，II{J，平1122年に鹿児島水産専門学校の教授となら ジノリが生育する」とし、う ↑!日報も先生から7f!.わったこ

れ， 同25年には， ijt'M菜類作に Desmidsの新しい とで， 11止近右川は現地調査を行いその生育を確認した

分類」と題する論文が中井二猛之進博士の11・賛するとこ が，詳しい報告も今となっては出来なくなりました。

ろとなり理学博士の称号を受けられました。その後そ ここに，ありし日の先生を偲び，ご履歴や学外のご

の内容について御前講演されました。 29年に長崎大学 業絞を紹介し，心から御冥福をお祈り申し上げる次第



です。

(率愛知県安城市福釜町荒子95愛知教育大学名誉教授)

(判長崎市文教町1-14，長崎大学水産)
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